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高度放射線治療装置導入
2023年3月1日～

新 リ ニ ア ッ ク で は 強 度 変 調 放 射
線 治 療 ( I M R T ) や 定 位 照 射
( S B R T ) が よ り 精 密 的 か つ 効 率 的
に 施 行 で き る よ う に な り ま す 。

ま た 、 体 表 の 形 で 位 置 合 わ せ を
す る カ タ リ ス ト 等 を 使 用 し 画 像 誘
導 放 射 線 治 療 ( I G R T ) の 精 密 度 も
向 上 が 期 待 さ れ ま す 。

放射線科副部⾧
中川 惠子

昨年 8 月 より入れ替え工事を行ってまい
りました放射線治療装置ですが工事が無
事終了し、令和 5 年 3 月 1 日 より稼働いた
しました。

治療休止中は大変ご迷惑をおかけし、
申し訳ありませんでした。新リニアック
により、さらに精密で患者様の負担の少
ない放射線治療を行ってまいりたいと思
っております。
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平成30年4月の地域医療支援病院移行後、地域
の先生方のお陰様を持ちまして、医療連携登録医
になっていただける先生方や紹介患者様も増えつ
つあります。令和5年2月末現在医療連携登録医
は442件の医療機関と締結させていただいており
ます。
今後ともより多くの医療機関の先生方に当セン

ターの医療連携登録医制度をご利用いただき、円
滑な紹介・逆紹介を推進して参りたいと存じてお
ります。
なお、医療連携登録医制度につきまして、ご意

見がございましたら総合相談室・がん患者支援セ
ンターまでお気軽にご連絡頂けましたら、幸甚に
存じます。
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医療連携登録医の推移

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度（Ｒ5.2月迄）

「医療連携登録医」６つのメリット

１ 開放型病床の利用及び共同診療ができます

２

３

４

５

６

当センター図書室の利用ができます

当センターＣＴ、ＭＲＩ等の共同利用が
できます

当センター院内研修会に参加できます

「医療連携登録医登録証」をお送りいたします

貴医療機関名を当センター内及びホームペ
ージに掲載させていただきます

総合相談室・総合相談室・
がん患者支援センター入口前

▷医療連携登録医制度について

▷各診療科より 内視鏡治療の現状

/消化器内科

一次脳卒中センターコア認定

/脳神経外科
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内視鏡治療の現状 一次脳卒中センターコア認定

内視鏡治療の適応は消化管出血に対しての止血術
をはじめ、総胆管結石、大腸ポリ―プといった良性
疾患から胃癌・大腸癌・胆管癌といった悪性腫瘍に
かけて多岐に渡ります。
当院消化器内科チ―ムでは早期胃癌・大腸癌に対

しての内視鏡的切除術、悪性腫瘍に伴う消化管狭窄
に対してのステント留置術や、側視鏡での胆管癌・
総胆管結石に対しての胆管ステント留置・採石術を
行っております。

癌治療は、同じ胃癌や大腸癌であって
も、進行度・組織型・患者さんの背景疾
患などにより異なります。そのため、外
科・放射線科・化学療法科などの他科の
医師や、また看護師各種コメディカルス
タッフとも連携をとりながら、患者さん
にとって最適・最善と思われる医療の提
供に努めております。

早期胃癌
内視鏡的粘膜
下層剥離術
（ E S D ）

内視鏡的
総胆管結石
採石術

内視鏡センター

当科の特徴は、開頭手術と血管内手術のどちらの治療も可能なことです。５名の常勤医
師がおり多数の専門医と指導医資格を有しています。県内で８施設のみの脳神経血管内治
療訓練施設に認定されていて最新の血管撮影装置を用いて血管内治療を行っています。
２４時間３６５日急性期脳卒中患者を受け入れる一次脳卒中センターに２０１９年９月

から認定されており、さらに昨年県内で１０施設のみのコア脳卒中センターに認定されま
した。

フローダイバーターを
用いた治療

急性期脳梗塞治療ｔ -ＰＡは発症か
ら４ .５時間以内の時間制限がありま
す。画像精査で脳梗塞完成前であれ
ば特殊なカテーテルを用いて血栓を
回収する血行再建術を行います。
限られた時間と施設でのみ可能な

ため、埼玉県急性期脳梗塞治療ネッ
トワーク (ＳＳＮ )が２０１８年から
運用され、当院は基幹病院に認定さ
れています。脳卒中治療ガイドライ
ン２０２１では発症から１６時間ま
でグレードＡで推奨されており治療
適応時間がしだいに延⾧してきてい
ます。

脳動脈瘤に対する治療には、開頭して顕微鏡下にクリ
ッピングする方法と、血管内からカテーテルを通して動
脈瘤内にコイルを詰める血管内治療があります。低侵襲
で入院期間が短くてすむ脳血管内治療を第一選択として
行っています。
また今までは治療困難であった大型動脈瘤に対しても

新しいフローダイバーターを用いた血管内治療が行える
ようになりました。

動脈硬化により内頚動脈が狭窄すると脳虚血症状や脳
梗塞が生じます。バルーンカテーテルと金属製のステン
トを狭くなった血管に入れて拡げる頚動脈ステント留置
術を行うことで将来の脳梗塞を予防できます。


